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水 稲 栽 培 管 理 に よ る 冷 害 対 応 技 術 の 効 果

― 現地試験による組み合せ技術の検証
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: は  し め に

過去の研究結果や1976年の冷害の実態調査結果などから,

低温による被害の軽減に有効であるとされる栽培条件を組

み合せて,その効果を実証しようとして, 1979,'80年の

2カ 年間,標高 130 rtの地点で試験したので,その結果を

報告する。

2試 験 方 法

1979 '80年 とも秋田県南部奥羽山脈添いの標高 130m

の地の現地試験圃に冷害に強いとみられる栽培条件として

堆肥,堆カル′熔燐の施用と密植とを組み合せた改善区と,

比較的冷害に弱いとみられる栽培条件として生わらの施用

と粗植を組み合せた対照区を設け,両区とも成苗 (畑苗 ),

紙筒苗,中苗,稚苗の早生及び中晩生種を用いて 5月 下旬

に機械移植した。施肥量は全量基肥として,1979年にはN

6,P205 K20各 10んグ 103, 1980年には三要素名8ん,/

108と した。なお,同一場所で生わら,熔燐の施用と粗植,

稚苗,追肥とを組み合せた農家の水稲を参考区として調査

表 : 試験区の栽培条件

した。

3試 験 結 果

(1)気象の経過

1979年は時期的に気象の変動が大きかったものの平坦ItL

では稲の生育に大きな影響はなかった。しかし現地試験圃

場では標高がやや高いため,標高30″ の当場 (大曲 )よ り

稲作期間中の日平均気温は15C,最低水温は 19℃低く
経過した。この気温の水稲の生育にとっては比較的軽度の

低温と考えられる。

1980年は6月 下旬から
'月
上旬までの長期にわたる偏東

風の影響で低温となった。現地試験圃でも幼穂発育期から

出穂開花期にかけて障害不稔を発生させるといわれる17℃

以下の低温があって,稲作期間中の日平均気温は当場より

10℃低く,最低水温は 40℃ 低く経過した。この気温は

水稲の生育にとってはやや強度の低温といえよう。
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(2)水稲の生育

1979年 では,分 げつ盛期に相当する6月 23日 の生育は,

すべての形質で改善区が勝 り,組み合せの効果がみられた。
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参考区はこの試験より移植時期が早いにもかかわらず各形

質とも改善区と対照区の中FB5と なった。分げつ終期に相当

する7月 13日 の生育では,改善区の草丈と茎数は対照区よ

りやや劣るか同程度であったが,乾物重では明らかに改善

区が勝った。対照区では生わらが分解し後期に有効化した

ものと考えられる。改善区では 1茎当たり乾物重が増加し,

充実度の高い稲体となった。参考区では追肥によって分げ

つの発生が後期まで続き,茎数は最も多くなった。出穂期

では改善区,対照区及び参考区間ではとんど差がみられな

かった。収量構成要素についてみると, 1″ 当たり全籾数

は中苗では両区間に大差なかったが,稚苗では改善区が多

かった。参考区では追肥施用にもかかわらず全籾数は増加

しなかった。登熟歩合と玄米千粒重では区間差がみられな

かった。 1″当たり玄米重は改善区が対照区より勝り,参

考区は両者の中間であった。改善区で増収となったのは籾

数が増加しても登熱形質が低下しなかったことによる。

表 2 分げつ期の生育状況 (1979年 )

1980年については, 6月 22日 の生育状況は草丈では改善

区と対照区で差がほとんどなかったが,茎数,乾物重では

改善区が勝った。 7月 12日の生育では各生育形質とも改善

区が勝り,低温下における栄養生長量増大の効果がみられ

た。参考区の生育は改善区と対照区の中間となった。出穂

期は紙筒苗では両区間に差がみられなかったが,稚苗では

改善区が対照区より2, 3日 遅れた。参考区は追肥に伴う

生育遅延によって,出穂期は最も遅れた。成熟期の生育に

ついてみると,改善区は対照区より群長が長く,穂数が多

かった。 1″ 当たり全靱数は改善区がやや勝った。稔実歩

合と登熟歩合は障害不稔が発生したため全体的に低下した

が,その程度は対照区より改善区でやや軽微であった。玄

米千粒重では区間の差はみられなかった。 1″ 当たりの低

下の少なかった改善区が対照区より勝った。参考区では籾数 ,

稔実歩合,玄米重とも改善区と対照区のほば中間であった。

(1980年 )
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冷害に強いとみられる栽培条件を組み合せた改善区は,

対照区に比較して,1979年のように軽度の低温条件では稚

苗が糎数の増加により,中苗,成苗が登熟形質の向上によ

って増収となった。1980年のようにやや強い低温条件下で

は,改善区は対照区より籾数が増加し, しかも幼穂発育期

から開花受精期にかけて低温に遭遇しながらも,登熟形質

の低下が少なく,増収となった。

したがって,改善区のように堆肥や土壌改良資材の施用

と大型苗の密植などの組み合せはやや強度の低温条件下に

おいても総合的効果があることが実証されたものと考える。

表 4 分げつ期の生育状況

(1980年 )
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表 3 出穂期,成熱期の生育及び収量構成:
要素と収量              (1979年 )


